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 結 果 
 生体内実験 
 非絶縁部1 cm針を用いた群では、平均焼灼時間は129.3±23.5 秒で、焼灼終了時温度は、
脊柱管内38.2±2.7 ℃、椎体内52.8±11.4 ℃、傍椎体部33.6±2.4 ℃であった。RFA針先
端部温度は71.5±4.3 ℃まで上昇した。非絶縁部2 cm針を用いた群では、平均焼灼時間は
144.6± 30.3 秒で、焼灼終了時温度は、脊柱管内45.5±6.2 ℃、椎体内83.8±18.9 ℃、
傍椎体部38.3 ±3.7 ℃であった。RFA針先端部温度は、86.1±4.0 ℃まで上昇した。脊柱








に高い温度上昇を示した(P< 0.001)。  
 





























   
